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○○○○ 御中 

 

       ○○営業所 社屋建物の構造検討資料 

                          株式会社ヨシザワ建築構造設計 

 

 

Ａ.はじめに 

 

先日は、お話をいただきまして、誠にありがとうございました。 

○月○日（○）に御社 ○○営業所の建物を一通り見させていただきまして、所見をま

とめましたので、ご報告致します。 

 

今回の御依頼内容 

 

「前面道路に車が通行したり、隣地の建設工事現場の影響で、自社の建物が揺れるのだ

が、大丈夫なのだろうか？」と不安なことをうかがいました。 

 

建物を一通り見させていただいたうえで、お預かりした図面を拝見し、簡易診断させて

いただきました。 

 

 これ以上の、詳細な診断報告につきましては、別途、調査が必要になります。 
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Ｂ.構造所見 

 

1.基礎構造 

貴社基礎構造は、構造図より、「ベタ基礎」構造となっており、杭基礎ではない。 

軟弱地盤上の 3 階建ての鉄骨造としては、建物全体の自重から考えると、できれば杭

基礎にしたいのだが、支持地盤（支持層）が地下 60ｍ、中間層でも地下 45ｍのところ

にあり、コスト面から考えて、ベタ基礎にしたものと考えられる。 

 

 

 

              写真③ 

 

 

軟弱地盤を雪上面と考えると、ベタ基礎は「かんじき」の役割をするものと考えて

もらいたい。建物全重量をベタ基礎（かんじき）で分散させて、自立した形になって

いる。→よって揺れやすい。  

 

 

S-1 の基礎伏図 
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2.躯体構造 

当建物は、重量鉄骨造の 3 階建てで、ラーメン構造（柱・梁で構成されている）と

なっている。 

その中で、柱と柱との間隔が、11.6ｍとんでいるが、少々間隔が開き過ぎている感が

あり、更に、鉄骨柱のサイズが□250×250 と小さめである。 

→揺れの原因になっていると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真④（事務所内部） 

 

 

                

D-13 の配置図・1F 平面図 

11.6ｍ 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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3.荷物用リフト  

当建物の東側に、あと施工の荷物用リフトを設置されているが、床の剛性（床とし

ての構造体）を担うスラブを、昇降路部分解体して抜いており、耐震性を損ねている

可能性もある。 

→揺れの原因になっていると思われる。        

 

   

写真⑤（荷物用リフトの外部）      写真⑥（荷物用リフトの内部） 

 

 

 

 

     

       写真⑦                     

 

 

 

 

4.劣化状況 

その他の揺れの原因としては、経年劣化、施工不良等も考えられるが、これらの項

目は、実際に調査してみて、判定したい。 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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5.コンクリート強度 

コンクリートの強度の経年劣化については、床のコンクリートサンプルをとって、

強度試験を実施することによって、簡単に判定できる。 

 

写真⑧ 

 

6.施工不良 

施工不良については、天井裏の調査（点検口から、天井裏を覗きこみ）から、鉄骨

フレームの溶接精度、組み込み方、ボルト等の接合方法等の調査が出来る。 

又、ヒルティ（レントゲンの様なポータブル機械）によって、コンクリート内部に

ある鉄筋の配筋状況、鉄筋の有無、鉄筋ボリューム等を判定でき、設計図書通りに施

工されているか否か、見極めることができる。 

 

写真⑨（事務所内部の天井の様子） 

7.まとめ 

上記 1～3 については、一つ一つの部材について、設計図書（構造図）と整合性があ

るか確認調査した上で、簡易構造計算を行い、当建物の耐震強度、その他構造的な所

見を数字的に算出することができる。 

お客様から当建物が度々よく揺れるということを聞いており、更に、上記 1～3 で述

べた懸念事項もあるため、現地調査を行い、そのデータを基に構造検討、計算を行い、

当建物の耐震性を見極める必要があると思われる。 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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Ｃ.対策としては 

下記の対策は一般例であり、実際に調査して構造検討した上で、様々なご提案をさせ

ていただき、お客様の使い勝手を考慮し、よく相談、打ち合わせしたうえで決定する。 

 

1.中間支持柱の設置 

柱スパンがとんでいるので、柱・梁の仕口（接合部）補強が必要になる。事情が許

せば事務所の中央付近に 1～2 ヶ所程、柱を設計することも有効である。 

 柱・梁の三角プレートによる補強例 

 

 

2.壁面ブレースの設置 

外壁面にブレース補強することも、揺れ止めるために有効な方法である。 

 ブレース補強例 

 

 

3.床梁の追加 

EV（簡易リフト）まわりの床剛性は、その周辺の構造体の補強の必要がある。 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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Ｄ.おわりに 

 Ｂ、Ｃと弊社耐震診断チームの所見を述べさせていただきましたが、Ｉｓ値（別紙参照）

を算出すると、おそらく現行法の基準を下回ると思われます。 

 

 建物の耐震性を評価する指標として、下記の「4 つの項目」があるのでご紹介します。 

 

 

① 耐震設計法の運用時の差による耐力減（旧耐震 or 新耐震） 

   建築された当時の構造設計基準が、現行の新耐震基準（昭和 56 年 6 月以降）より前

にものであれば、そもそも構造設計時において耐力の目減りがあります。 

ただし、当建物の場合、昭和 62 年の 9 月に建てられたとのことなので、新耐震基準

適用後の設計になりますので、該当しないと思われます。 

 

 

② 経年劣化による耐力減 

   コンクリートの中性化、鉄筋の腐食、鉄骨の錆び等による、施工時からの時間の経

過とともに劣化してしまうことを「経年劣化」といいます。 

 

 

③ 施工不良による耐力減 

   コンクリートの強度不足、鉄筋のかぶり厚不足、鉄骨の溶接不良、施工基準に載っ

ていない施工方法など、人為的な要因による強度不足も耐力減につながります。 

   いくら良い設計がされていても、施工をきちんとしていないと、建物は弱いものに

なってしまいます。 

 

 

④ お客様の事情による耐力減 

   工場のレイアウト変更などのために、建物の構造強度に影響を及ぼす部材の一部を

撤去してしまった場合は、耐力減の要因となります。 

例えば、ブレース（筋交い）を取ってしまった、耐震壁を抜いてしまった、柱を抜

いてしまったなどの場合です。 

当建物の場合は、荷物用エレベーターを後から施工されているので、床を支える梁

などの部材が抜かれている可能性があります。 

もしも梁を抜いていた場合に、適切な補強が施されていれば良いのですが、単純に

床に穴を開けたままであれば、耐力減となりますので、調査が必要です。 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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Ｅ.御見積り 

①当建物の構造調査についての御見積り 

  a. ヒルティ検査（鉄筋の施工状況の検査） 

 b. コンクリートコア抜き検査（コンクリート強度の検査） 

  c.設計図確認（どのような設計をされているか） 

   d.現場調査（設計通りにせこうされているか） 

e.含まれないもの（内装復旧工事：構造躯体調査の際、一時撤去、復旧を行う場合） 

f.この調査によって御提出するもの（調査結果報告書、補強案、概算見積り） 

① 1 式 ￥○○，○○○-（税別） 

   

      ヒルティ検査            コア抜き検査 

                     

②Ｉｓ値算出 

上記①の調査によって得られた情報を計算機にかけて数値化し、現在の建物の強度

をＩｓ値という数値であらわします。（Ｉｓ値について 別紙参照） 

② 1 式 ￥○○，○○○-（税別）   

 

③詳細計画 

上記①の調査結果に基づいて、詳細補強計画、その工事詳細見積り、並びに補強効果

についての資料提出。 

                        ③ 1 式 ￥○○，○○○-（税別） 

 

※概算見積りは、①の段階でお出し致します。                

以上 

 

平成○年○月○日 

                            ㈱ヨシザワ建築構造設計 

                               耐震診断チーム 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 


